
 

 

7 . 新技術等の活用 

7. 1 新技術の活用方針と 費用縮減目標 

補修及び定期点検において新技術の活用を検討し 、限ら れた維持管理費用や人員制約のなかで、

効果的かつ効率的に橋梁維持管理を進めていく 。  

本計画に基づく 補修や定期点検等を 実施するう えでは、 個々の検討段階において当該目標のも

と 、「 新技術情報提供システム（ N E TI S）」 や「 点検支援技術性能カ タ ログ」 等の最新の動向に注

視し ながら 、 より 効率的な実施手段等を詳細に検討・ 選択し 、 橋梁管理の実効性を 高めていく も

のと する。  

 

表 7-1． 新技術の活用 

項目 新技術の活用方針・費用縮減目標 

補修工事   補修工事において新技術を活用することにより、補修費用の縮減や耐久性向上等を

図る。 

  2030 年までに管理橋梁のうち約１割の橋梁で新技術を活用することで、約 1,100 万円

の補修工事費用縮減を目指す。 

定期点検   定期点検において点検支援技術を活用することにより、点検費用の縮減や生産性向

上等を図る。 

  管理橋梁のうち 2 橋で次回定期点検時に点検支援技術を活用することで、それら橋

梁において約 1.5%の点検費用縮減を目指す。 

 

7. 2 集約化・ 撤去の方針 

橋梁の集約化・ 撤去等について、 橋梁の利用状況や損傷状況等を踏まえて検討し 、 限ら れた維

持管理費用や人員制約のなかで、 維持管理費用の縮減や効率的な橋梁維持管理の実施を図る。  

健全性区分Ⅲ判定と なっ た橋梁のう ち、 利用頻度の低い１ 橋の撤去を令和４ 年度に行い、 点検

および修繕費用の合計４ ９ 万円を削減し た。 今後は社会情勢や利用状況等の変化に応じ て、 迂回

路が存在し 利用者が少ない橋梁については、 集約化や撤去の検討を行い、 定期点検や補修工事に

関わる新工法・ 新技術等の検討・ 採用と 併せてコ スト 縮減を図る。次回の修繕計画改定時に撤去・

集約の有無を検討する。  
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